












































 

 妊娠・出産・育児は種属保存のための過程として,身体の諸機能のうちでも特

別な意義を有するが,女性の身体に専ら負担がかけられることが特徴である。最

近は一夫婦の子供数がほとんど 2～3人に限られるため,女性のライフサイクル

の中で,妊娠・出産に関わる時期は比較的短い期間にすぎないが,これが母児の

健康の面から最も好ましい経過をとるようにするためには,ライフサイクルを

通して,生活の場との相互関係を考慮した健康管理システムの中に位置ずける

ことが必要である。 


